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SHIRAKAWA Noriyori, UTADA Shi田嘘e, MORJτ� Tsuneyuki， 阻JIMA T1位ay朗u,

MORJTA YoshiYl出， MASUDA Naondo, YAMADA Sa旬shi, TANAKA Mo加i,
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Main purpose of our work is to reveal principles of systematic painting process of 
Tam討i Kitagawa(1894・ 1989) using scientific methods. The artist spents hお days in 
Me氾co between 1921 and 1936, and they say that he applied a special self made 
preparation layer of emulsion type to paint on it. Then authors did technical studies 
on some of his main works to reveal technical secre旬 of the artist. ’l'wo works 企om the 
collection of Nagoya City Museum of Fine A此s were selected after the survey on those 
企om Kamiya Collection in last year. The first お ＂A Mine near 企om Trucco＇’ （ 1934), work 
of his Mexican period, and the studied is “Writing Girl” （1939) ,  which was made 3 
ye町s a氏er his return. Photo ta恒ng, microscope observation, X-Ray fluorescence 
analysis (non-sampling method) and other optical investigations were made to 
discover his painting technique in emulsion paint 

キ ー ワ ー ド ： エ マ ル ジ ョ ン下地 （Preparation of Emulsion Type） 、 赤外線写真
(IR Photo） 、 紫外線 写真 （UV Photo） 蛍 光X線分析 （X-Ray­

Fluorescence Analysis） 、 顕微鏡写真 （阻cro Photo） 、 絵画の技法
解析 （Technical-Studies of Painting） 、 北川 民治の メ キ シ コ 時代
(Tamiji Kitagawa in his Mexican days) 
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【研究 の 要 旨 】

本稿 は 、 本学の研究補助金で あ る 理事長特別研究費 「半田 市かみや美休法官所蔵の北川 民次作品 の
保存科学的調査 一法則性 を持つ絵画技法の解明 」 （平成 2 1 年度） と 科学研究補助金 （基盤研究

(B） ） 「法則性 を持つ絵画技法の解明 一昭和前期北川 民次作品 の 自 然科学的調査 を 通 し て J （課
題番号 ： 22320040) （平成 22-24 年度） の第 2 回 目 の 中 間報告で あ る 。

本研究の主た る 目 的 は、 1930～ 1940 年代の北川 民次 の作品 に 自 然科学的手法 を応用 し て調査研
究 し 、 技法材料、 保存修復、 美術史の観点、か ら 学際的に解明す る こ と に あ る 。 と り わ け 、 こ れ ま で、
日 本国 内 で は ほ と ん ど研究 さ れて こ な か っ た テ ンペ ラ 画 な どで使用 す る エ マル ジ ョ ン （分散液） を
媒材 と し て 用 いた 技法で描かれた北川 民次の作品 を研究対象 と す る 。

本研究では、 近年次第 に 再認識 さ れ る よ う に な っ た法則性 を も っ絵画技法 の先駆例 と し て 、 北川
民次 の メ キ シ コ 滞在期 の作品の技法 と 材料を、 自 然科学的調査 を 通 し て解明 し 、 再現研究 を行 う 。
あ わせて 、 そ の歴史的背景 を 明 ら かにす る 。

（ 【本研究の 学術的背 景 】 と 【 本研究 に よ っ て 明 ら かに さ れ る 内容 】 に つ い て は 、 北川 民次の絵
画技法 ーメ キ シ コ 滞在期作品 の 自 然科学的調査一 『愛知県立芸術大学紀要 40 号』 に て 報告）

【 こ れ ま で の研究経過】

本研究の研究 グループは、 財団 法人かみや美術館 （愛知県半 田 市） と 名 古屋市美術館 （愛知県名
古屋市） に お い て 計 5 回 の調査 を行 っ て き た。 かみや美祢f館での調査は、 2008 年 7 月 に 同館が所
蔵す る 北川 民次 の メ キ シ コ 滞在期 の 3 点 の作品 《カ ンデ ィ ダ （無垢の女） 》 （1935 年） 、 《女の像》

(1935 年） 、 《 メ キ シ コ ・ 悲 し き 日 》 （ 1936 年～ 1937 年） ー の 目 視に よ る 観察調査 を行っ た。 2009
年 11 月 の調査では、 5 点の作品 一 《カ ンデ ィ ダ （無垢の女） 》 （ 1935 年） 、 《女の像》 （1935 年） 、

《 メ キ シ コ ・ 悲 し き 日 》 （1936 年～ 1937 年） 、 《聖書 を読む少年》 （1934 年） 、 《 メ キ シ コ の 月 》 （1934
年） ー に つ い て 4 × 5 イ ンチカ メ ラ に よ る 高精度撮影、 側光写真 、 紫外光 、 赤外光等撮影 と 携帯型
蛍光 X 線装置 に よ る 分析等 を行っ た。 2010 年 9 月 の調査では、 デ ジ タ ルマイ ク ロ ス コ ー プ撮影 と
携帯型蛍光 X 線装置に よ る 分析 を行 っ た。 作品 の一部 に経年劣化に伴 う 損傷が あ り 、 額装 を外せな
い作品 （《聖書を読む少年》 （ 1934 年） ） 以外は、 上記の撮影記録 と 携帯型蛍光 X 線装置 に よ る 絵画
材料の成分分析が 実施 さ れた。

名 古屋市美術館 （愛知 県名 古屋市） の調査では、 2009 年 3 月 に 3 点 の 作品 一 《 タ ス コ の 山》 （1934
年） 、 《作文 を 書 く 少女》 （ 1 939 年） 、 《老人》 （1932 年） について 4 × 5 イ ンチ ・ デ ジ タ ルカ メ ラ に
よ る 高精度撮影、 側光写真、 紫外光、 赤外光等 に よ る 写真記録を 作成 し 、 携帯型蛍光 X 線装置に よ
り 、 使用 さ れた絵画材料の成分分析 を行っ た。 ま た 、 2011 年 10 月 の調査で は 、 上記 3 点 の作品 の
デ ジ タ ノレマイ ク ロ ス コ ー プ撮影 を行な っ た。
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北川 氏次の絵画技法 （ 2 )  一 名 古屋市美術館所蔵作 品 の 自 然科学的調査 一

本稿 は、 北川 民次が メ キ シ コ 滞在期に制作 し た 作品 《作文 を 書 く 少女》 （ 1 939 年） 、 《 タ ス コ の
山》 （ 1 934 年） （名 古屋市美祢強官所蔵） について の調査報告で あ る 。

＜ 調査方法 ＞
・ 4 × 5 イ ンチ ・ デ ジ タ ルカ メ ラ に よ る 撮影
4 × 5 イ ンチ カ メ ラ で全図 お よ び部分の精細撮影 を行 う 。 ま た 、 画面裏の撮影 も 行い 、 支持体の素

材や状態 を撮影す る 。 撮影時に裏面に描かれた絵が発見 さ れた り 、 画布に 描 かれた 作 品 で は 、 裏 面
の絵具の染み出 し な ど か ら 描画材 を推察す る こ と が で き る 。

・ デ ジ タ ルマ イ ク ロ ス コ ー プに よ る 観察
デ ジ タ ルマ イ ク ロ ス コ ープ と は、 CCD カ メ ラ に 高倍率 レ ン ズを取 り 付け 、 PC に接続 し て 調査範

囲 の 拡大画像 を観察す る 機器で あ る 。 ま た 同時 に 、 調査範囲 の長 さ ・ 面積な ど の 計測 が 可能 で あ る 。
通常の光学顕微鏡 と の違いは、 ハ ンデ、 ィ 操作や鏡筒部分 を 三脚 な ど に 設置 し て 様 々 な 角 度 ・ 箇所か
ら の観察が 可能で あ る こ と 、 さ ら に 、 ロ ー タ リ ーヘ ッ ド を装着す る と 360 度回転す る ミ ラ ー を介 し
て動画に よ る 立体形状の観察 が で き る こ と で あ る 。 調査現場で複数人 が 同 時に観察 し な が ら 討議で
き る な ど、 利便性は高 い。

・側光写真
画面 の ほ ぼ真横か ら 一方向 の光線を あて て撮影す る 。 側光線 を 当 て る と 、 表面の わずかな 凸 凹 が

強調 さ れ、 絵具層 の亀裂や浮 き 上が り 、 支持体の変形 と 言 っ た作品 の損傷状態が 明 ら かに な る ほか、
画家の残 し た 筆触や盛 り 上げな どが詳細 に観察でき る 。 さ ら に 、 画面 と は 無 関係 な 筆跡が観察 さ れ
る こ と か ら 、 下層 に描かれた別 の絵が発見 さ れた り 、 部分的 な描 き 直 し を推定す る こ と が で き る 。

・ 紫外線蛍光写真
紫外線は、 通常人 間 の 目 に 見 え る 光 （可視光線） よ り も 短い波長 を持っ て い る 。 エ ネ ル ギ ー が比

較的大 き く 、 物 に わず かで も 当 た る と 反射す る た め 、 油画におい て は ご く 表面の状態だけ が観察で
き る 。 紫外線は 目 に 見 え な い が 、 紫外線が物質に 当 た る と 、 物質が蛍光 を 発 し 、 こ れは 人 聞 の 目 で
知覚 で き る 。 こ の よ う な性質 を利用 し て 、 表層 の ワ ニ ス 層 の状態 を観察 し た り 、 暗 く 見 え る 後世 の
加筆部分 を 見 分 け た り す る 。 今回の撮影 に 際 し て は、 ブ ラ ッ ク ラ イ ト と 紫外線撮影用 フ ィ ル タ ー を
使 っ て撮影 し た。

・ 赤外線写真
赤外線は、 通常人間 の 目 に 見 え る 光 （可視光線） よ り も 長い波長 を持 ち 、 物質の 内 部 に 達 し反射
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す る 。 こ の た め 、 赤外線写真では、 油絵具の層 を透過 し て 下層 に あ る 下素描の線な ど を観察す る こ
と が 出 来 る 。 た だ し 、 絵具層 が厚塗 り で あ っ た り 、 赤外線 を よ く 吸収す る 黒色 （炭素 を含 む） 以外
の色で下素描が行われて い る 場合は判別 が難 し い こ と が あ る 。 今回の撮影 に 際 し て は、 タ ン グス テ
ン光 と 3 種類 の赤外線撮影用 フ ィ ルタ ー （透過域 ： ～760、 ～800、 ～ 920 (nm} ） を使っ て撮影 し
た。

・携帯型蛍光 X 練装置 に よ る 分析
物質に X 線 を 照射す る と 、 そ こ に含 ま れ る 元素 に応 じ て 特定の波長 を も っ 2 次 X 線が発生す る 。

こ の 2 次 X 線が蛍光 X 線で あ り 、 こ の X 線 を分析す る こ と で物質に含 ま れ る 元素 の 定性や定量を行
う 。 携帯型蛍 光 X 線装置は、 調査現場に持ち込み大型の文化財で も 任意の箇所を分析す る こ と が で
き る 。 こ の こ と は、 試料室 と 一体型の X 線装置に比べて 空気中 の物質の影響 を受 け る 要因 と な る が 、
試料 と の 間 隔 を で き る か ぎ り 近づ け て 照射す る こ と と PC に よ る デー タ 処理に よ っ て影響 を最小限
に 留 め る こ と が 可能 と な る 。 こ の よ う な 方法は 、 非破壊で試料 を 分析で き る た め 、 文化財の調査に
広 く 利用 さ れて い る 。
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北 川 民 次の絵画技法 （ 2 )  名 古屋市美術館所蔵 作品 の 自 然科学的調 査 一

北川 ｜ 民次 作 《作文 を 書 く 少女》 （ 1939 年） 73. 4 × 60. 7 cm 

［ 作品概要1

1936 年 、 22 年振 り に 日 本に帰国 し た北川 民次 は 、 急速 に戦時体制 に傾斜 し て い く 日 本社会の状

況に戸惑い な が ら 、 二科会の会員 と し て 、 ユーモア の衣に包んだ反戦的な絵画 の 制 作 を続 け て いた。
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こ の 作品 は 、 当 初 《慰問 文 を 書 く 少女》 と J� さ れて い た が 、 当 時すでに 日 中 戦争が泥沼化す る な か

で 、 中 国大陸の奥深 く ま で侵攻 し て い た 日 本軍の兵隊へ 向 け て 、 匡｜ 民学校 の指導に よ り 子 ど も た ち

に 「慰問文」 を書かせ て いた事実を画題 に し て い る 。

ピ ン ク の机に座 っ て 、 j制定の十姉妹や 白 い花瓶の花々 、 二つ の林檎に 固 ま れ な が ら 、 原稿用 紙 を

前 に 何 を 書 け ば い い の か困惑 し て い る 少女 （モデルは娘） の あ ど け な い姿 を愛情た っ ぷ り に摘し 、 て 、

幼 い子 ど も た ち を否応 な く 戦争に巻き 込んでい く 状況を批判 し て い る 。

・ デ ジ タ ノレマ イ ク ロ ス コ ープ に よ る 主見察

観察部分
ノ ー 卜

2 要員
3 ヰ凡
4 机
5 林檎
6 キ ャ ンパス角擦 り 傷

［所見］

ノ ー ト の 白 色 部 分 は 、 下 層 に 目 視の観察

に よ っ て も 判 別 で き る 青 み の あ る 下塗 り が

認 め ら れ た 。 画 面 上 に は 多 く の 気 泡 の ほか

に顔料が 油 に よ っ て の ケ ン化 し て透明度が 上が っ た状態が判別 で き た （部分写真 1） 。 頬部分の ピ ン

ク の絵具層 は き わ め て 薄 く 、 赤褐色 （肌色） の 下塗 り が あ る （部分写真 2） 。 机部分には無数の ご く

小 さ い表面亀裂 が 見 て と れた （部分写真 正 4） 。 林檎部分の観察で は タ ッ チ の様子が見て 取れた （部

分写真 5） 。 画 面 中 央右 の キ ャ ン パ ス 角 擦 り 傷か ら は、 細 い 糸 で織 l�I の荒い キ ャ ンパ ス の様子や 白 色

の 下地塗料が観察で き た （部分写真 6） 。
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ょ盟‘＂＇'., .J弘
部 分写真 1 － ノ ー ト （ 1 00 倍）

部分写真 3 － 机 （40 倍）

� .. 噛品 輔、 － ., 

部 分写真 5 － 林檎 （40 倍 ）

部分写真 4 － 机 （40 倍 ）

部分写真 6 － キ ャ ンパス角擦 り 傷 （ 1 00 倍）
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・側光写真

・ 赤 外線写真 ( I R80) 

・紫外線蛍光写真

［所見］

圃 側 光写真か ら は 、 画 面全体の亀裂が観察で き た。

特に机上の ノ ー ト 、 少女の頬 な ど絵具の厚塗 り 部分の

軽い浮 き 上が り を伴 う 折 り 目 状の亀裂が 目 立つ。

・紫外線蛍光写真 で は 、 左右の頬、 唇 、 り ん ご 、 背

景 の 花 （赤い花のみ） 部分で蛍光発光が確認で き た。

こ の部分で レ ー キ 系絵具の赤色 を グ レ ー ズ風 に 使用 し

て い る こ と が 分か る 。 鉛筆を持 っ た 手の原稿 用 紙お よ

び鉛筆 の ノ ー ト 部分のH音 く み え る 部分は修復部分を示

し て い る と 思われ る 。

・ 赤外線写真では、 絵具層 が厚塗 り で あ る た め に 下

層部分の 下素描な ど を 判別す る こ と が で き な か っ た。

し か し 少女の顔は右頬、 ｜除、 左頬の輪郭、 鼻頭、 唇の各部でやや 白 色 が 目 立 つ が 、 モデ リ ン グは概

し て 平坦で あ る 。 上記の紫外線写真 と 比較す る と 、 予め粗い明 暗 を配 し た 下塗 り を施 し 、 仕上げ段

階で レ ー キ 系 赤 、 各種オー カ ー な ど を 薄 く 重ねて微妙な ト ー ン を 作 っ て い る の が わ か る 。 iJLの天板

部分側面 と そ の下の側板部分で通常撮影 よ り も 明度の差が は っ き り と 分かれて い る 。 天板で は 白 を

加 え た褐色 で 、 側板で は微量の 黒 ま た はH音褐色 を加えた褐色で下塗 り を行 い 、 そ の 上に 薄 く 紫l床 を

帯びた褐色 を 重ねた も の だ ろ う 。 紫外線写真は ご く 表層 のみ を 写 し だすが 、 こ の 2 つ の部分は ほ ぼ
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北 川 民 次の絵画技法 （ 2 )  ー 名 古屋市美術品＇.（所Ii＆.作品 の 自 然科学的調査

同 じ 明度で あ る こ と か ら 、 最表層 は同一色であ る と 思わ れ る 。 下塗 り の色（ 自 の含有量） の差に よ っ

て 、 天板が手前に突起 し て い る 様子が説明村け ら れて い る 。 机 の 下 に あ る 少女の脚部 も 下塗 り はか

な り 明 る く （ 白 を 多 く 含む）描かれ、 仕上 げ段階で黒、 育 、 H音褐色 を 単独 も し く は混合 し て 薄 く 重ね、

机下の暗 さ や机脚戸の距離感 を 作 っ て い る 。

・携帯型蛍光 X 線装置 に よ る 分析

測 定箇所 検出フ巳素 主な推定顔料名
ノ ー ト ／ Pb 鉛 白｜当

2 頬／ Pb, Fe 鉛 白 、 酸化鉄系褐色顔料桃色
3 

机／茶 Pb, Fe 鉛 ｜主人 酸化鉄系褐色顔料

4 鉛 白 、 酸化鉄系褐色顔料
机／紫 Pb, Fe, Co コ ノ〈／レ ト ブノレー

5 り ん ご／ Pb 鉛 白i員
6 

裏面 Pb 鉛白

［ 所 見 ］

調査音rH立 ご と の所見 を 記す。 部位に後記 し た数字は測定個所の で あ る （写真参照）。

盟塗!2_Jfil カ ンパ ス の裏 面 に 、 織 目 の 聞 か ら 押 し 出 さ れた 白 色。 鉛のみ を検出 し た。

鉛 白 を使用 し て い る と 思われ る 。

ノ ー ト （ 1） ： 白 色 の ノ ー ト 。 鉛を検出 し た。 主成分は鉛 白 と 思われ る 。

通Jfil 明 る し 、 ピ ン ク 系 の グ ラ デー シ ョ ン部分。 鉛お よ び鉄 を 検 出 し た。 ピ ン ク の層 は ご く 薄 く 、

目 視観察で も 極め て 明 る い赤褐色（肌色） の 下塗 り が 見 え て い る 。 鉛 は こ の 下塗 り 層 の 主成分 で あ る

鉛 白 に よ る も の と 思われ る 。 多量の鉛 白 使用 で 明 る さ を 作 っ て い る 。

鉄 も 同様 に 下塗 り 層 に含ま れ る 酸化鉄系の赤褐色であ ろ う 。

机（横木下段） (3） ・ やや紫 を 帯びた濃褐色。 鉛 と 鉄を検 出 し た。 鉛は鉛 白 、 鉄は酸化鉄 系 の顔料に起

因す る も の で あ ろ う 。

机（天板側 面） (4) 紫 を 帯びた 中 明度の褐色。 鉛、 鉄 、 ご く 微量の コ バル ト を検 出 し た。

鉛 と 鉄に 関 し て は 明度差は あ る が色l味が近い上記の机に準 じ 、 鉛 白 と 酸化鉄系顔料 で あ ろ う 。 微量

に検出 さ れた コ パノレ ト につ い て は後記の総合所見で触れ る 。

立丘三l§L ： 黄色が 目 立つ部分で あ る 。 鉛のみを検 出 し た。 ク ロ ム 酸鉛 を 主成分 と す る ク ロ ム イ エ

ロ 一 、 レ モ ン イ エ ロ ー ま た は そ の 混合物 が考 え ら れ る 。
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愛知県立芸術大学紀要 No.41 (2011 )  

［総合的所見 ］
本作品 は細 め の糸 を用 い、 心 も ち 織 目 の粗い布地を支持体 と し て い る 。 使用 し た繊維は縦横 と も

に麻で あ る 。 低倍率拡大での観察では縦横両織糸 に木綿 を思 わせ る 繊維 の 混入が あ る 。 麻奇跡佐の劣
化 が かな り 進み、 組 織の破壊が始ま っ て い る の で、 木綿の混入は可能性に 留 め 後 日 の再検証後 に結
論 を 出 し た い。

地塗 り は携帯型蛍光 X 線装置に よ る 分析の試料 6 に記 し た よ う に鉛 白 の 単体で あ る 。 こ の塗層 が
簡 単 に 裏面 に浸 出 し て い る こ と 、 麻繊維の劣化が 著 し い こ と を考慮す る と 腰の 目 止 め は ［な い］ も し
れま［不十分］ と い え る 。

絵具層 の組成 は上記の携帯型蛍光 X 線装置に よ る 分析の対象位置を 中心 に述べ る 。
ノ ー ト 部分の見 かけ は 白色 で あ る が 、 こ の部分に は 目 視観察で も わ か る 青 味の あ る 下塗 り が あ る 。

鉛 白 層 で完 全 に被われた た め に 、 表層 のみに反応す る 蛍光 X 線では こ の青色 層 の組成 は検知で き て
い な い。 し か し 、 乾性油 を含む鉛 白 層 の経年変化で、 顔料のケン 化が進み見 か け の透明度 が 上が っ
た た め に 、 完成 時 よ り は青味を感 じ る よ う に な っ て い る はずで あ る 。

顔（頬） の部分は 、 明 る い肌色 の 上 に 赤色 レ ー キ 系 の絵具で グ レーズが使われて い る 。 グ レー ズ層
が極め て 薄 く 、 かつ レ ー キ系絵具の主要無機成 分で あ る ア ルミ ニ ウ ム の原子量が小 さ い の で 、 使用
し た 分析装置で は確認 が 出 来な い。 こ の部分の調査 を担当 し た鈴鴨は、 頬 の部分が紫外線下でかす
かな燐光発光す る こ と を確認 し て い る 。 レー キ顔料の有機発色色素に起因す る も の で あ ろ う 。 色素
の 同 定は未了 で あ る 。

机の側面 は天板側面 と 、 横板部分に類似 し た色 が使われ、 前者の 方が よ り 明色 で あ る 。 と も に紫
を 帯びた褐色 で あ る 。 色 味に 関 与す る成 分 と し て は鉄 し か検出 が な く 、 酸化鉄系顔料のみ に よ る と
考 え る 。色 味 を 考慮 し な が ら 該当 す る も の を推定す る と 、 マルス パイ オ レ ッ ト が最 も 可能性が 高 い。
こ の色 は色 味が濃 く 白色 を添加 し な い と 意図す る発色 が難 しい。 鉛 白 は明度調整 と と も に発色 目 的
で添加 し た も の で あ ろ う 。 天板側部か ら 微量のコ バル ト が確認 さ れて い る 。 コ バル ト 青 の 添�/JO も 考
え ら れ る が 、 デ ジ タ ルマイ ク ロ スコ ープに よ る 観察に よ る と 、 机部分 に は 無数の微小な表面 亀裂が
確認で き る 。 こ の形状の亀裂 は 、 コ バル ト も し く はマン ガン を含 む乾燥促進剤 （ シ ッ カチ ー フ ） を
使用 し た時に生 じやすし 、。 鉄イ オン は乾性油 の 乾燥を妨害す る の で 、 酸化鉄系顔料に は乾燥促進剤
を併用 す る こ と が 多い。 こ の種 の 乾燥促進剤 は表層 に と ど ま る 傾向 が あ る 。 下段側板部分で はコ バ
ル ト を検出 し て い な い が 、 携帯型蛍光 X 線装置 に よ る 分析は X 線 ビー ム を使用 し て微小ス ポ ッ ト を
調査す る の で 、 た ま た ま X 線 ビー ム が 目 的顔料に当 た ら な か っ た場合 も 想定で き る 。 コ パノレ ト につ
い て は後 日 に 再検証を試みたい。

り ん ごの黄色 部分は、 頬 と 同様に 薄い赤系 の グ レーズが 目 視で き る が 、 上記 と 同 じ理 由 で成 分の
確認はで き て い な い。 鉛 の み を 呈す る 黄色 に対 し て は 、 有機黄色 顔料 と 鉛 自 の混合 も 考 え ら れ る が 、
こ の 作 品 がつ く ら れた 時期 に は 、 黄色 有機顔料は一部の 工業用 塗料では試用 が始ま っ た が 、 絵具に
使用 し た こ と は あ ま り 考 え ら れな い。 陰イ オン 側 に含ま れ る ク ロ ム は微量で検出 で き な か っ た 可能
性が あ る 。
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北川 氏次の絵画妓法 （ 2 )  名 ＇�＇屋市美術館所蔵作品の 自 然科学的調査 一

北川 民次 作 《 タ ス コ の 山》 （ 1934 年） 45. 5 × 60. 6 Cill 

［ 作 品概要 1

1932 年、 ト ラ ノレパ ン か ら タ ス コ に移住 し た北川 民次は、 野外美術学校 を 開校 し て 、 子 ど も た ち の

自 由 な発想に よ る 絵画 制 作 を 手助 けす る と と も に 、 子 ど も た ち の絵画か ら 学ん だプ リ ミ テ ィ ブな ｜血｜

風に よ る 作品 を制 作 し た。

こ の 作 品 は 、 タ ス コ の村の入 口 に あ る 特徴的な 山 を描いて い る 。 銀鉱 山 で、賑わ っ た坂道 の 村か ら

見 下 ろ せ る ス ペ ク タ ク ルな風景で、 はな く 、 独特の赤味を 帯びた岩 山 にへば り つ く よ う に 生 え る 樹木

に覆われた 山 を単純化 して 描 き 、 ま た 山 麓に細 く 伸 び る 一本道 を 走 る 小 さ な 自 動車 を おそ ら く 想像

で描 き 力日 え て い る 。

タ ス コ の子 ど も た ち の絵画の な か に 見 出 し た 、 ただ 自 に 見 え る ま ま に描 く 「視覚的な」 写実では

な く 、 日 常生活の な か で、見慣れて 知 っ て い る も の を描 く 「認知 的 な 」 写 実 は 、 北川 民次の芸術の基

礎 と な っ た。

ハ叶UFD
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愛知県立芸術大学紀要 No.41 (201 1)  

・ デ ジ タ ノレマイ ク ロ ス コ ー プに よ る 観察

観察部分
空 と 山の際

2 山 （上部緑）
3 山 （ 山肌）
4 山 （下部緑）

［所見］

画 面 全 体 に ワ ニ ス 層 が 施 し て あ り 、 そ の 表

面 の T 字型 亀 裂や局 部的な縮縞織 の 発 生が み

ら れ る 。 （部分写真 1, 2, 3, 4） 。 空 と 山 の 際 の 部

分の観察 で は 、 筆 毛 の 隙 問 、 ご く 薄 塗 り に な

っ た 部分か ら 下層の赤褐色がかすかに 見 え る （部分写真 1 ) 。 山 の部分は随所に 下層部分の絵具の様

子や微小な気泡の存在 が確認で、 き る （部分写真 2、 3、 4） 。

!0�-1ir.:浮＂＂品
部分写真 1 一空 と 山 の 際 （40倍）

璽画聖
、 o ’ . .＼， 行．

ー ＿，i .. . ：�，�K,－�·�刈ハ
シI得：�t；牝！？ペミ。
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回

。

い、ヘベ－ ～〆 行γι． 品’ ... r. ' . 巴 ，’ Y 乃I� J ’ ♂J、

\", 、一一

－ロ.tit'.! ,;�）事長f 三ー ＼.／.・ －γ、
ノ、 ，• •  

部分写真3 － 山 （ 山 肌） ( 1 00倍）
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部分写真4 － 山 （下部緑） (40倍）



園側光写真

・ 赤 外線写真 （ I R80) 

北 川 氏次の絵画技法 （ 2 )  ー 名 古 屋市美 術館所蔵作品 の 自 然科学的調査 一

・ 紫外線蛍光 写真

［ 所見 1

・似lj光写真で、下層面の微細 な 凹 凸 を 強調 し て鮮明

に捉 えた結果、 下層 に 女性像が描かれて い る こ と が

発 見 さ れた。 作 品 に は 、 小 さ な突傷 と 見 ら れ る 部分

以外に 目 立 っ た絵具層 の亀裂や浮 き 上 が り は観察で

き な かっ た。

・紫外線蛍光写真 で は 、 次 の よ う な こ と が判 明 し

た。 山 の稜線に 沿 っ た 空 の 白 色部分にやや黄色味 を

帯びた発光 が あ る 。 同様の こ と は 中 央の 山 の 向 かつ て左fHIJの明色部で も 認 め ら れ る 。 ま た 画面下部

を左右 に貫 く 道路部分 に も わずかな が ら 類似の発光が あ る 。 こ の発光は鉛 白 特有の も の で あ る 。 道

路に も 鉛 自 の混入が あ る の が わ か る 。 道路を 走 る 自 動車の胴体に は 白 色が 目 立つ が 、 紫外線写真で

は全 く 発光が な い。 ま た 、 画面全体に 赤味の あ る 微細な発光が砂 を ま い た よ う に 散 っ て い る が 、 原

因 は未解明 で あ る 。 な お 、 画 面 中 央の赤褐色 の 山 肌部分 に 、 かすかな 明 色 を伴 う 横線 が 何木かあ る 。

赤外線写真 と 比較す る と 、 こ の線は下に あ る 女性像の胸 部 と 対応 し て お り 、 下 層 の 作 品 は こ の部分

に鉛 白 を使用 し て い る 可能性が 高い。

・ 赤外線写真で は 、 画 面 中 央の赤褐色の 山肌部分の下層 に描かれ た 女性像の胴体 コ ス チ ュ ー ム 部

分や右手 と 思われ る 部分の観察が で き た。 画 面 中 央左手の 山肌部分に も 女性の長い頭髪の一部 と 思

われ る 輪車fl練が 見 え る 。 ま た右 手 の 山 肌 に は 明 る い 円 形 が 見 え る が 女性像 と の 関係 は把握 で き て い

な い。 そ の ほか下部の道路右端近 く に は何本かの短い斜線が矢羽根状 に 入 っ て い る 。 女性像の背景

の一部だろ う 。

- 1 6 1 一



愛知県立芸術大学紀要 No.41 (2011) 

測 定箇所 検 出元素 主な推定顔料名
1 空 （雲）

／ 白 色
Zn, Ca 亜鉛輩、 カ ルシ ウ ム

2 
Zn, Pb , 

亜鉛輩、 鉛 白、 酸化鉄系褐
111／緑色 色顔料、 コ バノレ ト ブノレー 、

Fe, Co, Cr ク ロ ム グ リ ー ン
3 

111／赤茶
亜鉛輩、 酸化鉄系褐色顔料、

Zn, Hg, Fe ノえ一 ミ リ オ ン

［ 所 見 ］

制査部位 ご と の所見を 記す。 部位に後記 し た数字は測定価｜所ので あ る （写真参照）。

空 （雲） ( 1） ： 白 色。 亜鉛、 カ ルシ ウ ム を検出 し た。 亜鉛は亜鉛華 （二酸化亜鉛） で あ ろ う 。

カ ル 、ン ウ ム は成分不詳 で あ る 。

山 （上部） (2) 濃い繰色。 亜鉛、 鉛、 鉄、 コ パノレ 卜 、 ク ロ ム を検出 し た。 亜鉛は亜鉛華、 鉛は鉛 白 、

鉄 は 酸化鉄系褐色顔料、 コ バノレ 卜 は コ バル ト 青 、 ク ロ ム は酸化 ク ロ ム で あ ろ う 。

山（下部） (3） ・ 明 る い褐色。 亜鉛 、 水銀、 鉄を検出 し た。 亜鉛は亜鉛輩、 水銀はパ一 ミ リ オ ン 、 鉄 は

酸化鉄系褐色 で あ ろ う 。

［ 総合的所見 ］

こ の 作 品 は 、 女性の 半身像の上に重ね抽 き し て い る こ と が 、 仮lj光線に よ る 画 面 の観察で判 明 し た。

支持体は木材ー を砕い て い っ た ん繊維化 し接着剤 を加 え て圧縮再加 工 し た フ ァ イ パ ーボー ド（別名 、

ハー ド ボ ー ド 、 ホ モ ゲ ン ホ ノレ ツ ） で、 あ る 。 こ の材料’固有の網 目 状の圧痕が 画面裏側に露出 し て い る 。

表側 は本来な ら 平滑面な のでヤ ス リ が け な ど粗面を作 り 加 工が あ る か も し れ な い が 、 外相iでは確認

で き な い

地塗 り の有無は現状 で は判別で き な い。 存在 し た と し て も こ の作 品 の 下層 に 女性像が あ る ので作

品 か ら 試料採取 を行 っ て 断面観察を行わな い限 り 判定は困難で あ る 。

絵具層 は携帯型蛍光 X 線装 置に よ る 分析を行一っ た部位を 主に検討 し た。

空（雲） は 心 も ち透明感の あ る 白 色 で あ る 。 携帯型蛍光 X 線装置に よ る 分析で亜鉛 を確認 し て お り

主成分は亜鉛筆で あ る 。 こ の絵具は メ ー カ ー に よ り 微量の 白 亜や鉛 白 を加 え て 商品 特性 を 与 え る こ

と が あ る 。 検 出 さ れた カ ル 、ン ウ ム はたぶん 白 亜添加 に よ る も のだ ろ う 。 亜鉛華は鉛 白 よ り は不透明

で あ る が 、 白 亜の 添加量に よ り 透明感 を加減で き る。 画家 自 身の手で顔料添加 を し て均質な色 の 変

化 を 与 え る の は工業化社会では相 当 困難であ る 。 雲を描いた筆毛 の隙間か ら 、 あ る い は ご く 薄塗 り

に な っ た部分か ら 下層 （女性像） の赤褐色が かすかに 見 え る 。 そ の結果、 空 は 、 心 も ち程度で あ る
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北川民次の絵画技法 （ 2 )  ー 名古屋市美術館所蔵作 品 の 自 然科学的調査 一

が 、 全体に赤褐色味を 帯びて い る 。
山 （上部） はやや暗い濃緑色 と 白 の混 ざっ た緑色が部位 に よ り 使い 分 け ら れ て い る 。 明 る さ の差

を無視すれば緑色の色味 自 体 は ほ ぼ同 じ で 、 やや く すみが あ る 。 無水酸化 ク ロ ム で あ る 不透明色の
オキサイ ド ク ロ ム と 推定す る 。 日 本では使用 頻度の少な い色 で あ る が 、 北川 の メ キ シ コ 滞在期 の 作
品 に は今後注意すべ き 色で あ ろ う 。 ク ロ ム グ リ ー ンの可能性 も 否定は し き れ な い。 し か し 、 ク ロ ム
グ リ ー ン は ク ロ ム イ エ ロ ー と ブルシア ン ブルーの混合物で、 経年変化 に伴い黄色が 消 え 、 青が黒ず
む傾向 が あ る 。 こ の作 品 で は 、 緑色は適度のバ ラ ンス を保 っ て お り 、 ク ロ ム グ リ ー ン特有の 黒ずみ
現象 を確認で き な い。 オ キサイ ド ク ロ ム と ほぼ同 じ組成で水の分子 を 付加 し た透 明 色 の オ キサイ ド
ク ロ ム （別名 ピ リ ジ ア ン） を 、 明色部に若干混 じ た 可能性 も あ る が 、 併用 し た 白 の 量が 多 く 肉 眼視
で判別す る の は困難で あ る 。

調査部分 をデ、 ジ タ ルマ イ ク ロ ス コ ープに よ る 観察をする と 、 表面に微細 な T 字型亀裂や局部的な
縮緬雛の発生が み ら れ る 。 コ バル ト の検出 は顔料で あ る よ り 、 過量の 乾燥促進剤 の使用 を 考 え た い。
鉄の検 出 は酸化鉄系顔料に よ る も の で あ る が 、 下層 の女性像の一部で あ る か、 女性像 を い っ た ん褐
色系 で薄 く 塗 り つぶ し て 山 を描いた かは確かで はない。 こ の色 は 下の作品 （ ま た は塗 り つぶ し） の
色 を 有効 に活用 し て い る と い え る 。

山 （ 下部） は赤味の あ る 中 明度 の褐色で、 植生の な い土層露出 部 を描いて い る 。 鉄 と 水銀 を検 出
し て い る こ と か ら 、 レ ッ ド オー カ 一等 の 土性顔料に少量のパ一 ミ リ オ ン を加 え て 調色 し 、 亜鉛華で
明度の調整 を 行 っ て い る と 思われ る 。

全体の 見 か け で は顕著 で は な い が 、 デ ジ タ ルマイ ク ロ ス コ ープに よ る 観察 を す る と 、 画 面 の 随所
に微細な T 字型の 乾燥亀裂や縮緬敏が あ り 、 そ こ で生 じ る 微妙 な反射光が作品 に ひ と つ の魅力 を 生
んでい る 。
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